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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 溶融飛灰を主な対象とし、熱処理および洗浄・吸着濃縮による安定化方法および安定化体の放射性

Cs濃度と量を因子とする処分方法の分類による複数シナリオを提示し、物質収支やコンクリート構造

物の封じ込め性能等に関する技術的知見の収集と合わせ減容化戦略を構築することが目標とされた。

Csの選択吸着係数および陽イオン交換容量特性値をもとに、任意の飛灰洗浄液の組成と液固比からCs

吸着挙動の計算を可能としたこと、最終処分対象固化体からの Cs 溶出挙動への影響因子を明らかに

したこと、封じ込めセメント系材料の基本物性データ、高濃度共存物質が及ぼす影響解析とその軽減

に係る知見を提示したことなど着実な成果が得られたと評価される。一方、それらが実装に値するか

に関して、さらに飛灰の処理シナリオ以外の観点も含めた最適シナリオの選定方法に関する技術的検

討が今後望まれる。また、維持管理費を含めた処理コストおよび全体的な経済性評価が今後の課題と

考えられた。 

 


